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国際環境技術展二〇一三」では、上海市交通大学と「川崎市と上海交通大学との低炭素社会や循環経済社会の実現に関する覚書」 締結し、同年七月の上海ミッション派遣時には、 環境保護局長と「循環経覚書」を締 するなど、更なる交流拡大が図られている。　
このように、上海市とより深い
交流実績を積み上げることをめざ
し、上海市との環境技術交流について、省エネ・環境技術におけるビジネスマッチングや人材交流に関する事業を実施している。●おわりに　
川崎市の国際環境協力の取り組
みは、前述したように川崎臨海部の再生を目指すというローカルな取り組 から始まり、現在ではアジアを中心にグローバルな取り組みとなっている。　
川崎臨海部の空洞化は、昭和六
一年のプラザ合意後の円高といわゆるバブル経済による市内産業の海外進出の活発化が主な原因である。全国に先駆けて総量規制を盛り込んだ川崎市公害防止条例の公布（昭和四七年）以降も、市内事業所は、市内で操業を続けながら様々な技術的対応を図ってきた。　
そこに、 「工業都市川崎」とし
ての基盤を失うことなく公害問題に取り組み、経済と環境の好循環を生み出している川崎の特徴がある。　
そうした川崎の取り組みや環境
技術を世界に発信し、国際貢献を果たしていくため 、前述した取り組みのほかにも、本市の友好都市である瀋陽市からは、平成九年
以降、環境保護局職員を中心に環境技術研修生を受け入れ、市内企業の協力による環境技術の現場視察や環 行政の説明 行っている。　
こうした本市の国際環境協力を
含めた「環境技術・産業を活かしたサスティナブル・シティの創造」を目指す環境の取り組みは、平成二六年五月に策定した「川崎市グリーン・イノベーション推進方針」のなかで取りまとめたところであるが、今後はこの方針の推進体制として、新たに事業者や関係団体などを緩やかにつなぐクラスターを設立し、川崎に蓄積された環境技術・ノウハウなどを活用したビジネス創出支援などに取り組んでいくこととしている。
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